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太
平
記
読
と
近
世
初
期
文
芸
に
つ
い
て

太

平
記

の
享
受
か
ら
！
｜
｜

大

橋

正

叔

Iま

じ

め「太
平
記
」
の
享
受
を
太
平
記
読
の
姿
を
通
じ
て
捉
え
、
又
、
近
世
初
期
文
芸
に
現
わ
れ
た
「
太
平
記
」
の
影
響
を

指
摘
し
、
そ
の
間
に
あ
る
問
題
を
考
え
、
近
世
初
期
文
芸
の
様
相
を
み
る
為
の
一
視
点
を
導
び
き
出
そ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
「
太

平
記
』
が
多
く
の
文
芸
に
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
は
後
藤
丹
治
博
士
の
詳
細
な
御
研
究
を
は
じ
め
種
々
の
論
考
が
あ
り
衆
知
の
乙
と
で

乙
の
小
稿
で
は
、

あ
る
が
、
時
代
と
共
に
綾
相
を
変
え
て
い
っ
た
文
芸
に
と
っ
て
は
そ
の
受
用
の
し
か
た
に
変
化
が
み
れ
る
。
戦
国
乱
世
を
経
て
世
の
中
は

僅
武
に
変
り
い
く
中
で
、

一
先
行
文
書
の
享
受
を
通
し
て
時
代
の
噌
好
が
投
影
さ
れ
た
文
芸
の
姿
を
み
よ
う
と
思
う
。

太
平
記
読
に
つ
い
て

近
世
初
期
の
「
太
平
記
』
の
盛
ん
な
享
受
を
証
す
る
も
の
と
し
て
太
平
記
読
が
あ
る
。
太
平
記
読
に
つ
い
て
は
亀
岡
純
一
郎
氏
の
御
考

察
が
あ
り
、
民
に
よ
れ
ば
「
太
平
記
読
」
な
る
名
称
は
武
士
階
級
相
手
の
理
尽
抄
（
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
）
講
釈
と
庶
民
相
手
の
仕
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方
話
を
以
て
語
ら
れ
る
太
平
記
講
釈
の
二
つ
を
意
味
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
両
者
の
境
界
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
太
平
記
読
な

る
名
称
は
後
者
に
名
付
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

「
前
者
は
慶
長
元
和
の
頃
か
ら
元
禄
宝
永
頃
若
く
は
そ
れ
以
後

に
及
ん
で
居
り
、
後
者
は
貞
享
元
禄
を
多
く
湖
ら
ぬ
頃
か
ら
宝
永
正
徳
若
く
は
そ
れ
以
後
に
ま
で
行
は
れ
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
右
の
亀
田
氏
の
御
見
解
に
よ
っ
て
太
平
記
読
の
概
要
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

ζ

乙
で
は
「
太
平
記
」
が
歴
史
的
に
ど

の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
か
を
述
べ
太
平
記
読
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

（一）

近
世
以
前

「
太
平
記
』
が
四
十
巻
本
の
形
態
を
な
し
た
の
は
応
安
四
五
年
二
三
七
一

t
－
一
一
）
七
一
一
〉
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

「
調
院
公
定
日

次
記
」
応
安
七
年
（
一
三
七
四
V

五
月
三
日
の
条
に

伝
聞
去
廿
八
九
日
之
間
小
嶋
法
師
円
寂
云
々
、
是
近
日
翫
天
下
太
平
記
作
者
也

凡
雛
為
卑
賎
之
器
有
名
匠
聞
可
謂
無
念

（
傍
点
筆
者
）

と
あ
り
、
成
立
後
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
乙
と
は
以
後
の
公
家
日
記
や
文
書
に
そ
の
名
が
み
え
、
又
、
多
く
の
写
本
、
多
種
の
版
本
等
の
存

在
か
ら
窺
う
乙
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

そ
の
読
ま
れ
方
は
読
み
手
の
立
場
に
よ
っ
て
異
な
り
微
妙
な
反
応
を
呈
し
て
い
る
。
応
永
九
年

（
一
四
O
二
）
に
今
川
了
俊
は
「
難
太
平
記
」
を
表
わ
し

此
記
の
作
者
は
宮
方
深
重
の
者
に
て
。
無
案
内
に
て
如
v
此
書
た
る
に
や
。
定
に
尾
龍
の
い
た
り
な
り
。
尤
切
出
さ
る
べ
き
を
や
。
す
べ
て
此
太
平
記

事
あ
や
ま
り
も
空
ご
と
も
お
ほ
き
に
や
。
昔
等
持
寺
に
て
法
勝
寺
の
恵
珍
上
人
此
記
を
先
三
十
余
巻
持
参
し
給
ひ
て
錦
小
路
殿
（
筆
者
注
足
利
直

義
）
の
御
自
に
か
け
ら
れ
し
を
。
玄
恵
法
印
に
よ
ま
せ
ら
れ
し
に
。
お
ほ
く
悪
ζ

と
も
誤
も
有
し
か
ば
。
仰
に
云
。
是
は
且
見
及
ぶ
中
に
も
以
の
外
ち

が
ひ
め
お
ほ
し
。
追
て
書
入
。
又
切
出
す
べ
き
事
等
有
。
其
程
不
ν
可
v
有
ニ
外
聞
－
之
由
仰
有
し
。
後
に
中
絶
也
。
近
代
重
て
書
続
け
り
。
次
で
に
入
筆

共
を
多
所
望
し
て
か
か
せ
け
れ
ば
。
人
高
名
数
を
L
ら
ず
書
り
。
さ
る
か
ら
随
分
高
名
の
人
々
も
且
勢
ぞ
ろ
へ
計
に
書
入
た
る
も
あ
り
。
一
向
略
し
た

る

も

有

に

や

（

『

群

書

類

従

』

第

十

三

輯

合

戦

部

所

収

）



と
『
太
平
記
」
の
成
立
事
情
を
述
べ
そ
の
信
表
性
を
批
難
し
て
い
る
伊
了
俊
に
と
ゥ
て
吋
太
平
記
』
の
記
事
は
自
家
の
名
誉
を
傷
ウ
け
る

だ
け
で
な
く
、
足
利
幕
府
を
誹
詩
し
史
実
を
歪
曲
す
る
も
の
と
思
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

又
イ
ま
さ
し
く
錦
小
路
殿
の
御
所
に
て
玄
恵
法
印
読
て
。
其
代
の
事
ど
も
む
ね
と
か
の
法
勝
寺
上
人
の
見
聞
給
ひ
し
に
だ
に
。
如
ν
此
悪
言
有
し
か
ば
。
唯

T
L
J
n
a
 

を

さ

へ

て

難

じ

申

に

あ

ら

ず

（

同

右

）

と
重
ね
て
述
べ
了
俊
の
み
の
意
見
で
な
い
乙
と
を
強
調
し
て
い
る
。

乙
れ
は
史
書
と
し
て
の
「
太
平
記
』
の
読
み
方
で
あ
り
、

そ
乙
に
は

太平記読と近世初期文芸について

史
実
の
忠
実
な
記
録
性
と
南
北
朝
の
抗
争
に
対
す
る
史
観
が
絡
む
と
い
う
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
が
、
公
家
間
で
の
『
太
平
記
」
の
読

み
方
に
は
こ
れ
程
の
深
刻
さ
は
な
い
。

「
看
間
御
記
」
永
享
八
年
（
一
堕
王
ハ
）
五
月
六
日
の
条
で
は

太
平
記
第
一
予
読
。
女
中
聴
開
。
重
仲
候

と
後
山
宗
光
院
が
近
侍

m女
房
に
「
太
平
記
』
を
読
み
聞
か
せ
て
お
ら
れ
、
翌
七
日
に
は
双
六
に
興
じ
た
後
『
太
平
記
」
が
読
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
『
太
平
記
」
が
読
ま
れ
る
こ
と
は
聞
記
の
応
永
二
十
三
年
三
四
二
O
六
月
廿
八
日
の
記
事
の

大
光
明
寺
客
僧
有
物
語
土
手
一
三
。
自
長
老
被
挙
申
之
間
被
召
之
。
酒
宴
塑
伺
室
岡
之
σ

凡
弁
舌
吐
玉
。
言
調
散
花
。
聴
衆
感
歎
断
v
腸。

ゃ
、
同
七
月
三
日
の
「
先
日
物
語
僧
又
披
召
語
之
。
山
名
奥
州
謀
反
事
一
部
語
之
。
有
其
輿
」
と
い
っ
た
記
事
か
ら
み
る
と
、
他
の
戦
記

物
語
（
乙
の
場
合
『
明
徳
記
』
が
語
ら
れ
て
い
る
V

が
語
ら
れ
る
の
を
聞
き
楽
し
む
の
と
は
又
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

「
実
隆
公
記
」
文

明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
十
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
廿
八
日
に
か
け
て
の
記
事
で
は
、

後
土
御
門
天
皇
の
仰
せ
で
実
隆
達
が

『
太
平
記
」

巻
十
二
・
巻
十
三
の
書
写
校
合
を
な
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
記
延
徳
二
年
（
一
四
九
O
）
五
月
十
七
日
、

六
月
六
日
、

八
月
十
四
日
、
十

一
月
三
日
の
記
事
で
は
「
太
平
記
』
巻
九
迄
天
皇
に
読
み
申
し
上
げ
て
い
る
1

し
か
も
、
実
隆
達
が
書
写
校
合
を
な
し
た
『
太
平
記
」
巻

3 

十
二
・
十
三
は
建
武
中
興
の
時
期
を
叙
述
し
て
お
り
、
大
内
裏
造
営
や
藤
房
の
諌
A

＝
尺
恩
賞
ヘ
の
不
満
か
ら
武
家
の
離
反
、
護
良
親
王
の
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剛
腹
と
そ
の
藷
御
、
天
皇
親
政
の
崩
壊
か
ら
足
利
氏
拾
頭
の
経
過
を
扱
い
朝
廷
公
家
に
関
係
深
い
巻
で
あ
る
。
後
土
御
門
天
皇
が
書
写
校

合
を
命
じ
た
意
図
が
推
し
測
れ
よ
う
。

「
太
平
記
』
は
こ
の
観
点
か
ら
は
朝
廷
公
家
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
た
書
と
い
え
よ
う
。

一方、

「
蔭
涼
軒
目
録
」
に
み
え
る
江
見
河
原
入
道
（
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
閏
二
月
六
日
、

に
「
太
平
記
』
を
読
む
専
業

45存
在
が
認
め
ら
れ
、
他
の
戦
記
物
語
が
語
ら
れ
る
の
と
差
違
の
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
又
、

七
日
の
記
事
V

の
よ
う
に
湯
治
場
で
客
の
慰
み

「
後
法
興

院
記
」
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
五
月
廿
六
日
の
記
事
に
は

向
成
仏
寺
聴
関
談
儀
法
華
経
次
読
太
平
記
禅
僧
也

と
法
文
談
義
に
続
い
て
『
太
平
記
』
が
禅
僧
に
よ
っ
て
読
ま
れ
て
い
る
。

ζ

う
い
っ
た
記
事
か
ら
「
太
平
記
」
の
享
受
形
態
に
は
「
西
源

院
本
太
平
記
』
（

s
m刊

刀
江
書
院
）
の
解
説
で
鷲
尾
順
敬
博
士
が
「
西
源
院
本
太
平
記
巻
十
二
網
目
「
兵
部
卿
親
王
事
」
の
下
に
、

「
斗
戸
市
山

物
」
あ
り
と
註
せ
る
は
、
本
書
が
亦
朗
唱
せ
ら
し
一
証
と
見
る
を
得
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
、
又
、
桑
田
忠
親
氏
が
「
「
太
平
記
』
の
古
写

は
や
く
か
ら
こ
れ
が
節
づ
け
ら
れ
た
証
拠
で
あ
ろ
う
」
と
述

「
二
重
」

「
三
重
』
な
ど
の
符
号
の
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

本
に
は
、

べ
て
お
ら
れ
る
物
読
み
法
師
（
江
見
河
原
入
道
）
物
語
僧
（
「
後
法
興
院
記
」
）

の
朗
唱
に
よ
る
慰
み
的
な
享
受
と
、

「
実
隆
公
記
」
に
み

ら
れ
る
記
事
や
「
経
覚
私
要
紗
」

「
親
長
卿
記
」

「
一
一
一
口
継
卿
記
」
等
に
み
ら
れ
る
書
写
な
ど
の
積
極
的
な
享
受
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
両

者
に
共
通
し
て
い
え
る
乙
と
は
「
後
法
興
院
記
」
の
記
事
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
『
太
平
記
』
が
当
時
に
お
け
る
幅
広
い
歴
史
書
教
養

書
的
な
意
味
合
を
も
っ
て
享
受
さ
れ
て
い
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

（ニ）

近
世
以
後

こ
の
よ
う
な
『
太
平
記
』
の
享
受
の
あ
り
方
は
近
世
に
お
い
て
も
本
質
的
に
は
異
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
国
武
将
が
『
太
平
記
』
を
好
ん

で
読
ん
で
い
た
こ
と
は
島
津
家
の
武
将
土
井
覚
兼
の
寸
伊
勢
守
日
記
」
に
み
ら
れ
、
覚
兼
自
身
が
座
衆
に
『
太
平
記
』
を
読
み
聴
か
す
な
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ど
そ
の
愛
読
ぷ
り
が
窺
え
る
？
又
、
「
参
考
太
平
記
』
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
今
川
家
本
・
島
津
家
本
・
毛
利
家
本
・
北
条
家
本
の
存
在

ゃ
、
亀
田
氏
が
御
紹
介
さ
れ
て
い
年
前
池
田
家
・
加
賀
前
田
家
で
の
愛
読
す
な
ど
、
戦
国
語
や
そ
の
後
喬
と
『
太
平
記
』
と
の
強

い
結
び
付
き
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
ζ

の
よ
う
な
上
層
武
士
だ
け
で
な
く
下
級
武
士
や
町
人
達
の
聞
に
も
『
太

一
千
記
』
は
浸
透
し
享
受
さ
れ
て
い
く
a

松
永
貞
徳
の
「
戴
恩
記
』
に

太平記読と近世初期文芸について

道
春
械
献
論
語
の
新
註
を
よ
み
、
宗
務
太
平
記
を
よ
み
、
丸
に
も
歌
書
を
よ
め
と
、
下
京
の
友
峯
ど
も
す
す
め
b
に
よ
り
、
な
に
の
思
案
も
な
く
、
百

人
一
首
・
つ
れ
介
、
草
を
、
人
の
掛
か
官
も
な
き
に
、
群
集
の
な
か
に
て
、
大
事
の
名
目
な
ど
を
よ
み
ち
ら
し
侍
り
け
る
を
、
き
こ
し
め
し
つ
け
さ
せ
、

臨
に
て
御
に
く
み
有
け
る
と
か
や

（
岩
波
書
店
刊
日
本
古
典
文
学
大
系
）

と
あ
り
、
松
永
貞
徳
の
「
つ
れ
づ
れ
草
』
、
林
道
春
の
『
論
語
新
註
』
の
講
釈
と
共
に
宗
務
が
『
太
平
記
』
を
読
ん
で
い
る
。
な
お
乙
の

場
合
静
か
は
単
に
朗
唱
す
る
だ
け
で
な
く
音
義
や
内
容
の
講
釈
を
伴
っ
て
い
た
だ
ろ
う
乙
と
は
、
貞
徳
の
記
述
か
ら
推
察
で
き
る
。
慶
安

道
春
の
『
論
語
新
註
」
の
講
義
か
ら
と
の
事
件

は
慶
長
八
九
年
（
エ
ハ
O
一一

τ一六
O
四
〉
頃
で
あ
ろ
う
と
小
高
敏
郎
氏
は
考
証
さ
れ
て
い
ふ
せ
宗
務
に
つ
い
て
は
遠
藤
宗
務
法
橋
と
「
な

五
年
三
六
五
二
V

良
徳
白
抜
の
あ
る

『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
も
乙
れ
と
同
記
事
が
あ
り
、

ぐ
さ
み
寧
』
に
あ
り
、
「
羅
山
先
生
詩
集
」
巻
十
五
に
「
以
レ
医
為
レ
業
初
在
レ
京
後
住
一
一
江
戸
乙
と
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
今
後
の
考
証
を

必
要
と
す
か
が
、
乙
れ
な
ど
当
時
一
流
の
文
壇
人
に
よ
る
そ
れ
な
り
の
教
養
人
や
道
に
志
す
人
達
へ
の
公
開
講
義
の
よ
う
な
も
の
と
孝
え

ら
れ
群
集
と
い
っ
て
も
庶
民
大
衆
で
は
あ
る
ま
い
。
だ
が
、
多
人
数
を
前
に
し
て
な
さ
れ
た
太
平
記
講
釈
を
語
る
江
戸
期
に
お
け
る
最
も

5 

早
い
確
実
な
記
録
で
あ
る
。
新
井
白
石
の
『
折
た
く
柴
の
記
』
に
も

戸
部
の
都
μ
八
に
島
断
と
て
、
位
即
町
山
仙
舵
郁
郎
聞
の
人
と
聞
え
し
が
、
が

Rrの
評
判
と
い
ふ
事
を
伝
へ
て
、
其
事
を
講
ず
る
あ
り
。
は
じ
め
は
が
判
官
街
問
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某
と
い
ふ
。
後
に
は
覚
信
と
い
ひ
し
人
也
。
夜
ご
と
に
我
父
な
ど
寄
合
ひ
つ
つ
、
其
事
を
講
ぜ
し
め
ら
る
。

（
岩
波
書
店
刊
日
本
古
典
文
学
大
系
）

と
あ
り
、
万
治
三
四
年
（
二
ハ
六
0
1
二
ハ
六
一
U

頃
上
総
国
久
留
里
藩
土
屋
家
の
家
臣
達
が
自
邸
で
加
賀
国
（
小
松
黄
門
前
回
利
常
八
一
五

九
三
1
一
六
五
八
V
を
中
心
に
理
尽
抄
講
釈
盛
行
の
地
）
に
縁
あ
る
者
に
理
尽
抄
を
講
じ
て
貰
っ
て
い
る
。
富
田
小
右
衛
門
覚
信
は
日
置
昌

一
氏
の
『
日
本
系
譜
綜
覧
』
（
S
U
刊
改
造
社
）
に
は
太
平
記
流
軍
学
の
二
代
目
と
な
っ
て
お
り
、

理
尽
抄
講
釈
が
武
士
達
に
と
っ
て
軍
書

講
釈
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
P

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
に
「
太
平
記
』
が
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
背
後
に
は
、
江
戸

時
代
に
な
っ
て
一
一
層
発
展
を
遂
げ
た
印
刷
術
や
出
版
機
構
が
多
き
な
ー
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
乙
と
を
見
過
す
乙
と
は
で
き
な
い
。
冨
春
堂

五
十
川
了
庵
に
よ
っ
て
慶
長
八
年
三
六
O
一
一
一
）
刊
記
片
仮
名
交
り
十
三
行
古
活
字
本
が
刊
目
。
れ
て
以
来
、
繋
版
術
が
開
発
さ
れ
る
と

す
ぐ
さ
ま
一
五
和
八
年
ハ
二
ハ
二
二
〉
に
杉
田
良
庵
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
に
多
種
の
版
本
が
出
版
さ
れ
て
お
り
『
太

平
記
』
が
如
何
に
求
め
ら
れ
て
い
た
書
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

そ
れ
に
伴
い

『
太
平
記
』
の
末
書
の
出
版
も
並
行
し
盛
ん
に
な
っ
て
い

く
。
寛
文
六
年
三
六
六
六
）
刊
行
の
「
和
漢
書
籍
目
録
」
軍
書
の
部
で
は
十
二
種
で
あ
っ
た
も
の
が
、
寛
文
十
年
刊
「
増
補
書
籍
目
録
」

で
は
十
六
種
、

元
禄
五
年

m
一
六
九
二
〉
刊
「
広
益
書
籍
目
録
」
で
は
三
十
一
種
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。

ζ

れ
ら
は
雑
書
な
が
ら
仮

『
理
非
鑑
』
の
作
者
日
州
漂
泊
野
人
江
島
為
信
が
「
闘
疑
兵
庫
記
」
に
初
め
て
署
名
し
て
い
る
U
と
か
え

「
太
平

名
草
子
『
身
の
鏡
』

記
』
に
関
係
し
た
乙
れ
ら
末
書
を
正
す
こ
と
が
正
統
な
学
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
乙
と
を
示
唆
す
る
と
共
に
、

『
太
平
記
』
を
中
心
と

し
た
軍
学
の
盛
ん
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
理
尽
抄
講
釈
も
戦
国
乱
世
を
体
験
し
た
武
将
や
武
士
達
の
時
代
か
ら
遠
去
か

る
に
つ
れ
て
次
第
に
衰
微
し
て
い
く
様
子
は
、

「
太
平
記
神
田
本
』
添
付
の
「
覚
」
に

光
政
公
（
筆
者
注

備
前
岡
山
藩
主

理
尽
抄
講
釈
相
伝
者

自
得
子
養
元
）
ニ
一
一
返

池
田
政
言
v
、
一
二
分
一
ホ
ト
、
同
丹

池
田
光
政
）
不
倭
半
分
ホ
ト
被
v
成
ニ
御
穂
一
候
、
養
元
（
同

半
御
聴
侯
故
、
野
要
之
所
能
御
覚
侯
関
、
随
分
念
ヲ
入
講
談
仕
候
へ
ト
被
ν
仰
候
、
池
田
信
州
公
（
光
政
公
二
男



州
公
（
光
政
公
三
男

池
田
輝
録
）
少
々
御
聴
候

と
あ
り
そ
の
熱
意
の
後
退
を
思
わ
せ
る
。
他
方
、
史
書
と
し
て
『
太
平
記
』
は
水
戸
光
園
編
纂
の
『
参
考
太
平
記
」
（
元
禄
四
年
一
六
九
一

刊
）
の
成
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
高
く
評
価
さ
れ
尊
重
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
理
尽
抄
講
釈
の
介
入
し
得
え
な
い
所
で
な
さ
れ
て
い
た
。

（
元
禄
一
一
一
年
刊
）
に

太平記読と近世初期文芸について

こ
れ
ら
に
対
し
、
庶
民
対
象
の
太
平
記
読
は
「
人
倫
訓
蒙
図
裳
』

政
猷
よ
り
は
じ
ま
れ
り
太
平
記
よ
み
て
の
物
も
ら
ひ
あ
は
れ
む
か
し
は
監
ぴ
ぷ
に
も
く
ら
し
た
れ
ば
乙
そ
っ
つ
り
よ
み
に
も
す
れ
な
ま
な
か
か
く
で
あ

れ
よ
か
し
祇
園
爪
位
協
継
が
樹
の
刊
な
ど
に
て
は
む
し
ろ
し
き
て
阿
佐
を
し
め
斡
殿
び
そ
お
ζ

り
な
ら
め
そ
れ
を
又
と
く
び
か
た
ふ
け
て
際
ゐ
る
都
も
あ
り

し
ゃ
う
る
い
し
な
じ
な

と
か
く
生
類
ほ
と
品
々
あ
る
は
な
か
る
べ
し

「
大
経
師
昔
暦
」
の
梅
龍
は

と
あ
る
よ
う
な
、
す
り
き
り
浪
人
に
よ
る
勧
進
読
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

国
本
で
は
人
並
に
武
士
の
真
似
を
し
て
、
鉢
坊
主
の
手
の
内
程
米
を
取
っ
た

（
中
之
巻
）

者
で
あ
り
、

『
浮
世
親
仁
形
気
』
の
父
親
は

若
き
時
分
西
国
方
に
武
士
奉
公
つ
と
め
し
が
、

（
中
略
）
侍
奉
公
な
ら
ず
、

（
中
略
）
け
ふ
を
く
ら
し
か
ね
て
、
無
念
な
が
ら
北
野
の
御
縁
日
に
出
て

太
平
記
を
よ
み
、
又
は
楊
枝
耳
か
き
の
つ
き
つ
け
売
し
て
喰
は
ぬ
日
も
多
か
り
し

（巻一ノ一一一）

と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
零
落
武
士
の
糊
口
を
凌
ぐ
手
段
と
し
て
街
頭
で
『
太
平
記
』
を
読
み
語
っ
た
の
が
最
初
の
姿
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
講
釈
師
の
名
は
「
難
波
す
す
め
」

（
延
宝
七
年
一
六
七
九
刊
）
に
見
え
る
が
、

彼
ら
が
『
太
平
記
」
を
語
っ
た
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
。
西
鶴
作
品
に
は
天
神
の
甫
水
、
（
『
難
波
の
良
は
伊
勢
の
白
粉
』
『
武
家
義
理
物
語
』
〉
、
道
久
（
『
好
色
一
代
女
』
）
と
い
っ
た
太
平
記
読

7 

の
名
は
み
え
る
が
、
彼
ら
も
四
条
河
原
に
立
っ
た
太
平
記
の
辻
談
義
、

読
売
（
『
松
の
落
葉
』
、
『
傾
城
仕
送
大
臣
』
巻
六
ノ
一
ニ
、
『
好
色
産
毛
』
巻
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之
三
）
の
者
達
も
、

零
落
武
士
の
い
つ
し
か
定
着
し
た
姿
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
専
門
講
釈
師
の
よ
う
な
仕
方
語
を
も
っ
て

語
ら
れ
る
楠
湊
川
合
戦
（
「
大
経
師
昔
暦
」
〉
、
塩
冶
判
官
（
「
元
禄
曽
我
物
語
』
）
と
い
っ
た
話
な
ど
が
庶
民
の
興
味
と
関
心
を
集
め
た
の
で
あ

λ
ゴつ。

「
近
代
世
事
談
』
（
享
保
十
八
年
一
七
一
二
三
刊
）
に
は
「
太
平
記
読
」
に
つ
い
て

江
戸
に
て
ほ
、
見
付
の
清
左
衛
門
と
云
者
始
也
。
年
来
浅
草
御
門
傍
に
出
て
、
太
平
記
を
講
ず
。
此
も
の
は
理
尽
抄
と
云
太
平
記
の
評
判
の
書
を
以
て

講
尺
せ
り
。
叉
そ
の
頃
赤
松
清
龍
軒
と
い
ふ
者
、
堺
町
に
芝
居
を
か
ま
で
原
昌
元
と
名
乗
て
軍
談
を
講
ず
。
京
都
に
て
は
原
永
楊
と
い
ふ
者
世
に
鳴

（
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
六
巻
所
収
）

ん
ど
の
わ
J

、
こ
の
記
事
は
元
禄
十
三
年
の
有
様
と
い
わ
れ
て
い
る
（
『
節
信
雑
誌
」
〈
「
古
事
類
苑
』
楽
舞
部
二
十
三
〉
）
。

こ
の
人
達
は
む
し
ろ
専

門
講
釈
師
の
姿
を
努
需
さ
せ
る
も
の
で
「
太
平
記
』
の
他
、

町
講
釈
師
を
太
平
記
読
と
い
う
呼
称
で
代
表
さ
せ
て
い
る
限
り
、 「
つ
れ
づ
れ
草
」
や
他
の
軍
談
な
ど
を
も
語
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
口
ハ
、

そ
の
当
初
は
「
瀬
田
問
答
」
に
「
今
ノ
講
釈
師
ヲ
、

ム
カ
シ
ハ
太
平
記

読
ト
申
テ
太
平
記
古
戦
物
語
ヲ
ノ
ミ
講
釈
イ
タ
シ
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
太
平
記
」
の
み
を
講
釈
し
た
者
の
存
在
を
考
え
て
み
た
く
思

ぅ
。
そ
し
て
、
仮
説
で
は
あ
る
が
、

そ
の
出
発
を
「
人
倫
訓
蒙
図
嚢
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
達
に
求
め
、

一
時
的
な
糊
口
の
業
以
上
の

も
の
で
な
い
と
考
え
た
い
。

そ
し
て
、

一
方
で
は
専
門
講
釈
師
の
拾
頭
が
門
附
芸
の
そ
の
よ
う
な
者
逮
を
も
吸
収
し
他
の
軍
書
講
談
と
劃

し
え
な
い
太
平
記
読
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
太
平
記
読
が
「
太
平
記
」
を
庶
民
の
聞
に
宣
伝
し
て
い
っ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
が
、
元
禄
末
頃
は
軍
談
講
釈
に
吸
収
さ
れ
、
滝
沢
馬
琴
が
「
昔
あ
り
て
今
は
な
き
も
の
」

（
『
燕
石
雑
誌
」
）
に
数
え
あ
げ
た

よ
う
に
、

や
が
て
、

そ
の
勧
進
読
の
姿
も
人
々
か
ら
遠
い
も
の
に
な
る
。

「
太
平
記
』
と
近
世
初
期
文
芸



「
太
平
記
』
が
成
立
以
来
多
く
の
人
達
に
読
み
親
し
ま
れ
て
き
た
乙
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
特
に
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
一

躍
そ
の
享
受
層
一
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
事

『
太
平
記
』
と
他
の
文
芸
と
の
関
係
を
み
る
に
い
く
つ
か
の
問
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
そ
の
問
題
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
よ
う
。

（↑） 

謡
曲
と
司
太
平
記
』

磐
城
平
の
城
主
内
藤
風
虎
（
二
ハ
一
九
I
一
六
八
五
）
の
蔵
書
印
を
も
っ
江
戸
時
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
新
謡
曲
百
番
』
に
は
、

「太

太平記読と近世初期文芸について

平
記
」
中
の
最
も
中
心
的
な
事
件
や
人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
曲
目
化
さ
れ
て
お
り
、
古
曲
と
は
か
な
り
異
っ
た
謡
曲
の
曲
目
傾
向
を
み
る

「
平
家
物
語
』

「
源
平
盛
衰
記
」

『
曽
我
物
語
』

『
義
経
記
』
等

ζ

と
が
で
き
る
。
古
曲
で
題
材
を
「
太
平
記
」
に
求
め
て
い
る
曲
は
、

の
源
平
曽
我
物
に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。

『
太
平
記
』
と
直
接
の
関
係
を
み
れ
る
の
は
「
壇
風
」
（
『
太
平
記
』
巻
第
二
長
崎
新
左
衛
門
尉
意

見
事
付
阿
新
丸
殿
事
）

「
白
髭
」

（
同
巻
第
十
八
比
叡
山
開
闘
事
〉
の
二
曲
で
あ
り
、

他
に
北
条
時
頼
の
廻
国
伝
説
ハ
同
巻
第
一
↓
干
五
北
野
通
夜
物

語
付
青
砥
左
衛
門
事
〉
か
ら
素
材
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
「
鉢
木
」
な
お
佐
成
謙
太
郎
氏
は
「
嵐
山
」

占
」
と
『
太
平
記
』
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
い
司
匂
こ
れ
ら
の
曲
の
中
で
『
太
平
記
』
を
強
く
意
識
さ
せ
る
の
は
「
壇
風
」
で
あ
る
Q

「
藤
栄
」
が
あ
る
。

「
舎
利
」

ー「

歌

隠
謀
露
見
し
佐
渡
に
流
さ
れ
た
父
日
野
中
納
言
資
朝
を
訪
ね
い
〈
阿
新
丸
の
説
話
が
、
佐
渡
に
配
流
さ
れ
た
世
阿
弥
の
感
懐
を
深
く
誘
う

ハロ
ν

こ
の
曲
は
世
阿
弥
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
＠
「
壇
風
」
が
「
太
平
記
』
を
か
な
り
忠
実
に
と
り
曲
固
化
さ
れ
て
い
る

た
の
で
あ
ろ
う
か
、

に
比
し
て
、
他
の
曲
は
北
条
氏
の
滅
亡
か
ら
動
乱
の
南
北
朝
時
代
ヘ
の
展
開
の
中
で
、
戦
火
と
共
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
権
勢
欲
に
基
づ
く

人
間
の
喜
怒
哀
楽
、
動
揺
す
る
歴
史
に
批
判
の
目
を
向
け
た
「
太
平
記
」
の
描
く
世
界
と
は
離
れ
た
所
で
「
太
平
記
」
の
一
部
を
素
材
に

利
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、

「
新
謡
曲
百
番
』
に
な
る
と
田
中
允
氏
が
「
古
謡
曲
の
軍
記
物
に
取
材
し
た
も
の
に
於
い
て
は
、

9 

義
経
記
物
・
曽
我
物
が
平
家
物
に
次
い
で
多
い
の
で
あ
る
？
が
、
新
謡
曲
百
番
に
な
る
と
、

こ
れ
ら
は
そ
の
数
を
減
じ
、
代
っ
て
太
平
記
物
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が
急
増
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
「
太
平
記
』
の
影
響
曲
と
し
て
「
許
由
」

「
大
塔
宮
」

現
在
道
成
寺
Lー

の
十

番
を
あ
げ
て
お
り「
れ大
る〆「森
よと三彦

「
大
内
裏
」

「
湊
川
」

「
幽
霊
楠
」

七
Lー

「
小
夜
衣
」

回

出
} ii 
Lー

「
義
興
」

寸
現
在
千
万
」

「
恋
妻
」

「
文
覚
滝
寵
」

う
に
「
太
平
記
」
と
の
関
係
が
濃
く
な
っ
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
曲
の
う
ち

「
大
塔
宮
」
（
『
太
平
記
』
巻
第
五
大
塔
宮
熊
野
落
）

「
大
内
裏
」

（
同
巻
第
十
二
大
内
裏
造
営
事
付
聖
廟
御
事
）

「
湊
川
」

（
同
巻
第
十
六
正
成
下
向
兵
庫
事
）

「
幽
霊
楠
」

〈
向
巻
第
十
六
正
成
兄
弟
討
死
事
）

夜
衣
」

（
同
巻
第
二
十
一
塩
冶
判
官
護
死
事
）

「
大
森
彦
七
」

（
同
巻
第
二
十
三
大
森
彦
七
事
）

「
恩
出
川
」

（
同
巻
第
三
十
三
飢
人
投
身
事
）

「義

興
」
（
同
巻
第
三
十
三
新
田
左
兵
衛
佐
義
輿
白
書
事
）
な
ど
は
「
太
平
記
』
中
で
好
ま
れ
読
ま
れ
た
個
所
で
あ
り
、
「
大
塔
宮
」

「
大
内
裏
い
「
大

森
彦
七
」
「
思
出
川
」
は
『
太
平
記
』
（
慶
長
八
年
刊
八
岩
波
書
店
刊
古
典
文
学
大
系
底
本
〉
）
の
詞
章
と
対
校
し
て
み
る
に
多
く
そ
の
詞
章
を

そ
の
ま
ま
流
用
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
太
平
記
物
の
急
増
は
田
中
免
氏
が
翻
刻
を
続
け
て
お
ら
れ
る
「
未
刊
謡
曲
集
」
（
古
典
文
庫
刊
）

に
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
お
り

「
楠
（
一
）
」

「
正
成
つ
己
」

「
大
森
正
成
（
八
〉
」

「
楠
塚
（
九
）
」

「
楠
正
成
（
九
）
」

「
杉
本
楠

（
十
一
）
」

（
曲
名
下
の
和
数
字
は
『
未
刊
謡
曲
集
』
の
冊
名
を
示
す
）
と
い
っ
た
楠
木
物
の
他
に
「
佐
和
（
五
）
」
（
『
太
平
記
』
巻
第
二
十
八
三

角
入
道
謀
叛
事
）

「
篠
村
願
書
（
五
）
」

（
同
巻
第
九
足
利
殿
着
御
篠
村
則
国
人
馳
参
事
・
高
氏
被
舘
願
書
於
篠
村
八
幡
宮
事
）

「
花
宴
会
ハ
）
」

同

巻
第
二
十
三
大
森
彦
七
事
）

「
童
堂
（
三
）
」

（
同
巻
第
十
七
山
攻
事
付
日
士
口
神
託
事
）

「
忠
顕
（
六
）
」

（
同
巻
第
七
先
帝
船
上
臨
幸
事
）

「
名
古

屋
（
六
）
」

（
同
巻
第
九
山
崎
攻
事
付
久
我
綴
合
戦
事
）

「
笠
置
山
（
九
）
」

〈
同
巻
第
三
笠
置
軍
事
付
陶
山
小
見
山
夜
討
事
）

「
賀
名
生
（
九
）
」

（
同
巻
第
十
八
先
帝
潜
幸
芳
野
事
同
巻
二
十
一
先
帝
崩
御
事
問
巻
第
二
十
六
正
行
参
吉
野
事
）

「
梶
井
宮
（
九
）
」

（
同
巻
第
三
十
持
明
院
吉
野
選
幸
事

付
梶
井
官
事
）

辺
同
…
（
九
）
」
（
同
巻
第
二
十
八
三
角
入
道
謀
叛
事
）
「
勾
当
内
侍
（
十
一
）
」

（
同
巻
第
二
十
義
貞
首
懸
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
）
、

さ
ら
に
は
千
種
忠
顕
を
ワ
キ
に
し
た
「
芳
野
御
幸
（
七
）
」
な
ど
の
曲
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
曲
は
「
新
謡
曲
百
番
」

所
収
曲
と
共
に
、
解
題
で
田
中
先
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
創
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。



ハ
日
時
〉

永
正
十
三
年
（
一
五
二
ハ
）
頃
成
立
と
推
定
さ
れ
る
『
自
家
伝
抄
』
に

「
秦
武
文
」

「
楠
木
」
の
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
も
謡
曲
に
お
け

る
太
平
記
物
は
室
町
末
期
頃
か
ら
流
行
し
だ
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
古
曲
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
乙
と
が
稀
で
あ
っ
た
太
平
記
物
が
一
時

期
か
ら
急
に
流
行
し
だ
し
た
意
味
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
古
曲
に
太
平
記
物
が
少
な
い
理
由
と
し
て
佐
成

謙
太
郎
氏
は
「
徳
川
時
代
の
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
と
同
様
、
室
町
時
代
の
謡
曲
も
生
々
し
い
近
代
史
を
材
料
と
す
る
こ
と
を
揮
っ
た
の
で
あ

ろ
う
」
（
『
謡
曲
大
観
』
〔
壇
風
〕
解
説
）
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、

「
壇
風
」
は
「
太
平
記
」
の
筋
に
忠
実
に
作
曲
さ
れ
て
お
り
佐
成
氏
の
見

太平記読と近世初期文芸について

解
は
一
応
首
肯
し
得
る
も
の
の
強
力
な
幕
藩
体
制
下
の
徳
川
時
代
の
浄
瑠
璃
歌
舞
伎
か
ら
の
類
推
で
は
説
明
で
き
な
い
面
も
考
え
ら
れ

る
。
古
曲
で
は
、

『
平
家
物
語
』
に
題
材
を
求
め
た
平
家
物
が
最
も
流
行
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
平
曲
の
盛
期
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
好
材
料
を
持
ち
な
が
ら
『
太
平
記
』
に
題
材
を
求
め
る
必
要
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、

の
行
先
を
看
つ
め
流
動
の
時
代
を
批
判
的
に
叙
述
し
た
固
苦
し
い
、
評
価
の
不
安
定
な
準
歴
史
書
で
あ
る
。
又
、
足
利
幕
府
の
保
護
の
下

『
太
平
記
』
は
政
治
権
力

に
発
展
し
大
成
し
て
い
っ
た
能
楽
で
あ
る
故
、
南
朝
方
に
好
意
的
に
書
か
れ
た
『
太
平
記
」
は
「
生
々
し
い
近
代
史
」
と
し
て
足
利
幕
府

の
保
護
下
で
は
「
材
料
と
す
る
ζ

と
を
俸
っ
た
の
で
あ
ろ
う
』
。
そ
し
て
、

『
太
平
記
』
が
謡
曲
の
中
に
顕
著
に
現
わ
れ
て
く
る
理
由
に

は
応
仁
の
乱
ハ
一
四
六
七
〉
以
後
兵
法
家
と
し
て
い
よ
い
よ
高
ま
っ
て
い
く
楠
木
正
成
の
声
望
と
共
に
、

政
治
上
の
実
権
が
管
領
細
川
・
畠

山
な
ど
の
強
力
な
守
護
大
名
の
手
に
移
り
足
利
氏
の
勢
力
が
衰
え
た
点
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

『
自
家
伝
抄
』
に
「
秦
武
文
」

楠

木

の
作
者
と
さ
れ
る
金
春
禅
鳳
が
、
管
領
細
川
政
元
の
庇
護
を
得
て
い
た
乙
と
は
、

11 

「
太
平
記
」
を
許
容
し
得
る
立
場
の
者
と
謡
曲
の
結
び

「
高
野
詣
」
「
明
智
討
」
「
柴
田
討
」
「
北
条
討
」
を
作

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
三
月
十
五
日
大
坂
城
本
丸
で
舞
わ
せ
る
な
ど
、
自
ら

の
戦
功
を
誇
る
戦
乱
に
生
き
て
き
た
者
が
楠
木
正
成
を
身
近
か
な
英
雄
に
数
’
告
も
不
思
議
で
な
く
、
楠
木
物
の
流
行
な
ぎ
の
点
か
ら

付
き
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
又
、
大
村
由
己
が
新
作
謡
「
吉
野
詣
」

文
し
、
秀
吉
が
金
春
八
郎
に
命
じ
て
仕
舞
を
つ
け
さ
せ
、



12 

も
理
解
で
き
よ
う
。

（

こ

〉

中
世
小
説
仮
名
草
子
と
『
太
平
記
』

る。
小
説
史
の
区
分
と
し
て
「
南
北
朝
か
ら
江
戸
初
期
に
至
る
間
に
制
作
せ
ら
れ
た
作
品
」
を
中
世
小
説
と
市
古
貞
次
氏
は
規
定
さ
れ
て
い

（

げ

）

こ
の
期
の
小
説
が
『
太
平
記
』
か
ら
多
く
の
題
材
や
詞
章
を
借
用
し
て
い
る
こ
と
は
諸
氏
の
指
摘
が
既
に
あ
る
が
、

そ
の
場
合
、

「
中
書
王
物
語
』

「
北
野
通
夜
物
語
』

「
さ
よ
ど
ろ
も
付
ゑ
ん
や
物
語
』
の
よ
う
に
「
太
平
記
」
か
ら
の
転
写
或
は
剰
鶏
と
み
え
る
よ
う

な
作
品
と
、

「
秋
夜
長
物
語
」

「
烏
部
山
物
語
』

「
俵
藤
太
物
語
」

「
李
娃
物
語
』

「
鶴
の
さ
う
し
」

「
ほ
う
ら
い
物
語
』

「
は
も
ち
中

将
b 

「
か
く
れ
ざ
と
」
と
い
っ
た
「
太
平
記
」
か
ら
詞
章
を
流
用
し
た
り
、
筋
の
展
開
に
際
し
「
太
平
記
』
中
の
説
話
を
潤
色
し
て
用
い

る
（
「
秋
夜
長
物
語
』
l
「
太
平
記
』
巻
第
十
五
三
井
寺
合
戦
並
当
寺
撞
鐘
事
〉
こ
と
は
あ
っ
て
も
「
太
平
記
」
中
の
人
物
を
登
場
さ
せ
南
北
朝
の
抗
争

を
感
じ
さ
せ
な
い
作
品
と
の
二
種
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
俵
藤
太
物
語
」
で
秀
郷
が
時
雨
と
い
う
女
房
を
媒
に
し
て
小
宰
相
に
艶
蓄

を
送
る
段
は
「
太
平
記
』
巻
二
十
一
日
塩
治
判
官
議
死
事
か
ら
の
流
用
で
あ
る
と
の
後
藤
博
士
の
指
摘
が
あ
る
が
、
俵
藤
太
の
将
問
征
伐
と

「
太
平
記
』
に
描
か
れ
た
時
代
と
の
聞
に
脈
絡
は
な
い
。

「
李
娃
物
語
』
は
「
李
娃
伝
』
の
翻
案
に
際
し
「
太
平
記
巻
十
八
一
宮
御
息
所

「
立
后
の
事
』

「
儲
王
の
御
事
」

「
無
礼
講
の
事
」

「
後
醍
醐
天
皇
御
治
世

の
条
か
ら
種
々
の
材
料
と
暗
示
と
を
得
、
ま
た
太
平
記
巻

の
事
』
な
ど
に
も
そ
れ
ぞ
れ
交
渉
を
持
つ
。
極
言
す
れ
ば
李
娃
物
語
は
李
娃
伝
と
太
平
記
と
を
撮
合
し
て
成
立
し
た
も
の
よ
謂
ゥ
て
も
よ

（

叩

）
い
」
と
後
藤
博
士
は
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、

そ
の
内
容
は
適
宜
「
太
平
記
」
の
美
辞
麗
句
と
趣
向
を
利
用
し
た
「
李
接
伝
』
の
翻
案
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
ο

「
秋
夜
長
物
語
』

「
烏
部
山
物
語
』
は
児
物
語
、

「
は
も
ち
中
将
」

「
鶴
の
さ
う
し
』

『
ほ
う
ら
い
物
語
』

「
か
く
れ

ざ
と
」
は
流
離
慧
・
報
恩
翠
・
漂
流
謹
・
御
伽
草
子
的
合
戦
苦
が
中
核
を
な
す
物
語
で
あ
り
、
部
分
的
着
想
の
う
え
で
『
太
平
記
」
を
連

想
さ
せ
る
点
も
あ
る
が
筋
の
展
開
や
登
場
人
物
か
ら
「
太
平
記
」
を
直
接
感
じ
さ
せ
る
要
素
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
後
者
の
作
品
類
を
通
じ



て
こ
の
読
者
達
は
「
太
平
記
』
と
類
似
の
美
辞
麗
句
を
耳
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
「
太
平
記
』
を
思
い
浮
か
べ
る
契
機
は
な
い
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
史
実
に
と
ら
わ
れ
な
い
私
的
な
「
太
平
記
」
の
読
ま
れ
方
が
一
方
で
は
中
世
小
説
の
文
辞
着
想
に
見
捨
て
が
た
い
影
響

を
与
え
て
い
た
一
証
と
み
れ
る
。

「
小
倉
物
語
』

『
花
の
名
残
』

「
山
路
の

又
、
仮
名
草
子
に
み
ら
れ
る
「
太
平
記
」
の
露
響
作
品
と
し
て
後
藤
博
士
は
「
薄
雪
物
語
」

「
藍
染
川
」
の
五
作
を
あ
げ
そ
れ
ら
の
関
係
を
実
証
さ
れ
て
い
む
）
『
太
平
記
』
の
道
行
文
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
京
上
り
の
地
名
が

目的立

太平記読と近世初期文芸について

同
じ
仮
名
草
子
の
中
で
も
構
想
や
表
現
は
、

（
無
論
近
世
の
世
相
描

逆
に
な
る
個
所
を
も
っ
「
露
殿
物
語
』
も
こ
れ
ら
の
作
品
と
同
様
で
、

ペ
初
）

写
と
い
っ
た
面
も
あ
る
が
）
中
世
的
性
格
の
濃
厚
な
作
品
で
、
古
典
か
ら
の
影
響
は
「
太
平
記
」
に
限
ら
ず
種
々
の
古
典
か
ら
得
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
と
「
太
平
記
」
と
の
関
係
は
前
述
の
中
世
小
説
と
の
間
で
み
ら
れ
た
影
響
関
係
と
類
似
の
様
相
を
示
し
て
い
る
が
、
特
異

な
点
と
し
て
、
「
薄
暗
ヨ
物
語
」
で
衛
門
高
野
登
り
の
文
辞
を
「
太
平
記
』
巻
第
二
十
二
脇
屋
義
助
予
州
下
向
事
の
本
文
を
丸
取
し
て
い
る

と
共
に
、
薄
雪
の
返
書
の
一
通
に
「
太
平
記
」
巻
第
二
十
一
塩
冶
判
官
議
死
事
を
そ
の
ま
ま
一
説
話
と
し
て
挿
入
す
る
と
い
っ
た
中
世
小

説
に
み
ら
れ
た
二
種
の
傾
向
が
融
合
し
た
形
で
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
薄
雪
物
語
』
は
「
伊
勢
物
語
」
を
は
じ
め
種
々
の
古
典

や
和
歌
を
拠
り
所
と
し
て
艶
書
を
な
し
、
園
部
衛
門
と
薄
雪
の
贈
答
に
よ
る
幸
一
一
官
翰
体
小
説
を
構
成
し
て
い
る
作
で
あ
る
。
仮
名
草
子
の
教

訓
啓
蒙
実
用
性
か
ら
も
「
薄
雪
物
語
」
に
多
く
の
古
典
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
不
思
議
で
な
く
、
「
太
平
記
』
の
一
条
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
乙
と
に
特
別
な
意
味
は
見
出
せ
な
い
。

ζ

の
『
薄
雪
物
語
」
と
同
材
の

「
薄
雪
」
が
「
新
謡
曲
百
番
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「

忍
び
妻
が
露
見
し

薄
雪
」
は
‘
深
草
の
里
の
国
部
右
衛
門
が
プ
条
御
所
に
仕
え
る
薄
雪
と
い
う
女
性
を
清
水
で
見
染
め
契
り
を
結
ぶ
が
‘

か
骨
骨
ル
骨
骨
わ
会
い
命
を
落
わ
。
↑
和
小
骨
い
わ
骨
雪
ル
ト
害
す
レ
と
い
う
筋
で
‘

（

幻

）

「
い
ろ
は
作
者
註
文
」
に
み
え
る
「
薄
雪
〕
は
こ
の
曲
を
さ
す
と
さ
れ
て
お
り
、

薄
雪
を
シ
テ
に
し
た
夢
幻
能
ゴ
一
番
目
物
で
あ
る
。

「
薄
雪
物
語
」

で
薄
雪
の
病
死
後
衛
門
は
剃
髪
し
て
後

13 

世
を
弔
う
と
い
う
小
説
化
さ
れ
た
筋
に
比
べ
る
と
、

「
薄
雪
」
は
「
恨
の
介
』
の
素
材
と
さ
れ
る
松
平
若
狭
守
近
次
と
禁
裏
女
房
の
密
通



14'. 

～m位）

事
件
や
慶
長
十
四
年
の
官
女
密
通
事
件
と
の
類
似
性
か
ら
「
薄
雪
物
語
」
よ
り
事
実
に
近
い
内
容
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

「
薄
雪
」
と
「
薄
雪
物
語
』
は
、
同
一
題
材
か
ら
文
芸
化
ぢ
れ
た
別
種
の
二
作
品
と
み
る
べ
き
で
、
両
者
の
影
響
関
係
は
内
容
の

み
か
ら
は
求
め
ら
れ
な
い
。

只

謡
曲
の
方
は
闇
討
や
自
害
な
ど
に
み
れ
る
よ
う
に
創
作
に
当
っ
て
近
世
的
色
彩
を
強
く
感
じ
さ
せ
る

が
、
物
語
は
中
世
小
説
的
性
格
を
求
め
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、

そ
の
中
に
『
太
平
記
』
の
一
条
を
挿
入
す
る
と
と
は
、

作
者
の
晴
好
と
い
う
問
題
も
残
ろ
う
が
、

『
東
海
道
名
所
記
」
の
新
田
義
貞
の
天
龍
川
で
の
勇
将
ぷ
り
の
紹
介
（
巻
一
一
一
）

ゃ
「
名
女
情
比
』

の
二
話
（
第
四
今
出
川
公
顕
の
息
女
一
宮
と
御
契
の
事
、
勾
当
内
侍
新
田
義
貞
に
あ
ひ
初
給
ふ
事
）
な
ど
と
共
に
、

「
太
平
記
』
中
の
説
話
が
興
味

の
対
象
と
な
り
得
る
程
、
時
代
の
好
尚
を
得
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、

乙
れ
ら
の
引
用
が
い
い
意
味
で
の
教
訓
と
し
て
と
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

（三）

浄
漕
璃
と
「
太
平
記
』

「
東
海
道
名
所
記
』

（
万
治
二
年
一
六
五
九
頃
成
立
）
巻
六
に
浅
井
了
意
は

ふ

し

喜
太
夫
と
い
ふ
者
、
上
総
の
援
に
な
り
て
太
子
記
を
か
た
る
。
そ
の
曲
節
、
平
家
と
も
舞
と
も
認
と
も
知
れ
ぬ
嶋
者
な
り

（
朝
日
古
典
全
書
本
）

と
書
き
残
し
て
い
る
。
四
条
河
原
の
景
で
あ
る
が
、
虎
屋
喜
太
夫
が
受
領
し
て
上
総
少
按
（
「
浄
瑠
璃
太
夫
口
宣
案
」
で
は
上
総
目
）
宇
佐
名
乗
っ

た
の
は
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
七
月
十
三
日
で
喜
太
夫
の
京
入
り
は
明
暦
三
年
の
江
戸
大
火
以
前
と
さ
れ
て
い
匂
）
喜
太
夫
の
残
存
正

こ
の
記
事
は
明
暦
四
年
（
万
治
元
年
）
頃
既
に
浄
瑠
璃
で

本
に
太
平
記
物
は
な
い
が
、

「
太
平
記
」
関
係
の
曲
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
松
平
大
和
守
日
記
」

（
若
月
保
治
著
『
近
世
初
期
周
劇
の
研
究
」
所
収
）
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月
十
三
日
の
条

に
は
説
経
や
浄
瑠
璃
の
正
本
名
が
書
き
の
せ
で
あ
る
。

そ
れ
ら
正
本
名
か
ら

「
太
平
記
」
と
関
連
し
そ
う
な
名
を
取
り
出
す
と

「
太
平

記」

「
大
森
彦
七
」

「
相
模
入
道
」

「
高
氏
」

「
ご
だ
い
ご
」

「
太
平
記
の
中
い
ろ
い
ろ
」
と
い
っ
た
名
が
あ
げ
ら
れ
、
内
容
は
不
明
な



が
ら
「
太
平
記
』
か
ら
取
材
さ
れ
て
い
｝
た
も
の
が
少
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
第
二
」
（
横
山
重
偏
角
川
書
店
刊
）

に
は
万
治
頃
刊
行
か
と
さ
れ
る
「
後
醍
醐
天
皇
」

児
島
高
徳
の
活
躍
を
中
心
に

『
太
平
記
』
巻
第
九
六

（
仮
題
）
が
収
め
ら
れ
て
1

い
る
。

波
羅
攻
事
迄
の
後
醍
醐
天
皇
の
動
向
を
「
太
平
記
』
に
添
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
劇
的
構
成
や
脚
色
上
の
工
夫
を
み
と
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
又
、
同
正
本
集
第
四
所
収
の
寛
文
九
年
刊
「
山
名
神
南
合
戦
K
奥
書
に
天
下
一
さ
つ
ま
小
太
夫
同
あ
ぶ
ら
や
権
太
夫
無
類
正
本
と
あ
る
U

も

『
太
平
記
」
巻
第
三
十
二
山
名
右
衛
門
佐
為
敵
事
か
ら
神
南
合
戦
事
迄
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
脚
色
上
の
工
夫
は
み
ら
れ
な
い
。
な

太平記読と近世初期文芸について

お
江
戸
を
中
心
に
延
宝
頃
か
ら
宝
永
四
年
頃
迄
活
躍
し
て
い
た
土
佐
少
嫁
橘
正
勝
の
正
本
に
も
内
容
不
明
な
が
ら
「
楠
湊
川
」

「
大
塔

宮
」
と
い
っ
た

「
太
平
記
』
か
ら
取
材
し
た
と
思
わ
れ
る
曲
名
が
み
え
る
（
土
佐
少
接
橘
正
勝
正
本
「
名
古
屋
山
コ
扉
」
巻
頭
附
載
六
段
目
物
自

録
に
よ
る
）
。

こ
れ
ら
の
曲
が
t

「
大
和
守
日
記
」
記
載
の
曲
と
ど
の
程
度
重
な
る
か
は
不
明
な
が
ら
、

浄
瑠
璃
に
太
平
記
物
が
進
出
し
て

「
太
平
記
』
に
か
な
り
忠
実
に
作
品
を
構
成
し
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。

正
徳
四
年

い
る
様
子
が
わ
か
り
、

然
も
早
い
時
期
の
も
の
は

（
一
七
一
四
）
刊
行
の
薩
摩
嫁
外
記
藤
原
直
政
ハ
「
山
名
神
南
合
戦
」
梓
行
の
天
下
一
さ
つ
ま
小
太
夫
と
同
人
で
前
記
の
土
佐
擦
と
は
相
弟
子
と
い
わ
れ

る
人
）
正
本
に
「
出
世
太
平
記
」
（
『
新
群
書
類
従
』
所
収
）
が
あ
る
。
新
田
義
興
の
再
興
を
仕
組
ん
だ
曲
で
あ
る
が
、

そ
の
構
成
脚
色
は
前

記
の
二
曲
と
は
異
な
り
F

道
行
鎧
揃
へ
な
ど
を
持
ち
浄
瑠
璃
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
P

や
や
時
代
が
下
っ
て
創
作
さ
れ
た
曲
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
金
平
浄
瑠
璃
「
宇
治
の
姫
切
」
（
明
暦
四
年
正
月
刊
岡
清
兵
衛
作
）
の
二
段
自
に
武
蔵
相
模
の
国
主
本
間
入
道
が
反
逆
し
た
の
を
頼
光
が
四

天
王
と
共
に
討
伐
に
出
か
け
る
、

15 

そ
の
聞
に
中
国
五
国
の
領
主
ら
い
し
ん
が
京
都
へ
攻
め
上
っ
て
く
る
内
乱
が
書
か
れ
て
い
る
の
を
和
辻

哲
郎
博
士
は
取
り
上
げ
、
「
作
者
は
、
満
仲
頼
光
の
時
代
の
舟
！
？
関
係
な
え
た
平
一
甘
か
骨
骨
を
使
っ
て
い
お
「
乙
ζ

に
展
開
さ
れ

る
争
骨
の
目
標
は
明
か
に
政
治
恥
で
あ
っ
て
、
そ
の
関
心
の
持
ち
方
は
い
か
に
も
太
平
骨
に
よ
く
似
て
ゐ
る
の
で
あ
お
と
述
べ
ら
れ
て
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い
る
。
万
治
寛
文
頃
盛
行
し
た
金
平
浄
瑠
璃
の
特
徴
の
一
つ
は
そ
の
内
容
の
荒
唐
無
稽
さ
の
中
に
和
辻
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
公

的
な
場
面
に
お
け
る
争
闘
（
政
治
的
社
会
的
な
対
立
争
闘
）
と
闘
争
す
る
男
性
」
が
関
心
の
対
象
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
点
を
あ
げ
る
乙
と
が

で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
金
平
浄
瑠
璃
が
好
ま
れ
た
背
景
に
は
、

か
つ
て
戦
場
を
馳
駆
し
た
勇
者
の
残
映
の
な
お
か
つ
脳
裏

か
ら
消
え
去
ら
な
い
者
逮
が
存
在
し
働
き
か
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
太
平
記
神
田
本
』
に
は
こ
の
写
本
の
由
来
書
と
理
尽
抄
講

釈
に
関
す
る
秘
伝
書
ら
し
い
「
家
珍
草
創
太
平
記
」

「
覚
」
の
二
巻
が
副
え
ら
れ
て
い
る
。

一
壷
斎
養
元
の
述
に
な
る
「
覚
」
が
理
尽
抄

講
釈
の
史
料
と
さ
れ
る
が
、

乙
の
書
の
成
立
に
つ
い
て
亀
田
氏
は
「
後
者
は
何
時
の
筆
に
係
る
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
中
に
「
今

以
相
模
守
光
仲
公
御
所
持
ニ
テ
候
』
と
あ
る
か
ら
、
池
田
光
仲
（
因
伯
二
州
の
大
守
V

の
卒
去
せ
る
一
元
禄
六
年
よ
り
以
前
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
」

〔
前
出
論
文
V

と
考
証
さ
れ
て
い
る
Q

内
容
は
備
前
岡
山
で
の
理
尽
抄
講
釈
の
敷
街
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
列

挙
さ
れ
て
い
る
池
田
氏
の
一
人
、
備
前
宰
相
公
池
田
忠
雄
が
小
松
黄
門
前
田
利
常
か
ら
借
用
し
て
筆
写
し
た
理
尽
抄
の
所
持
者
、
相
撲
守

光
仲
（
池
田
忠
雄
の
子
）
は
太
平
記
物
を
自
ら
の
語
り
物
に
持
っ
て
い
た
土
佐
少
嫁
橘
正
勝
を
最
買
に
し
、

祐
筆
日
記
」
と
い
っ
た
芸
能
関
係
に
貴
重
な
資
料
を
残
し
た
因
幡
鳥
取
藩
主
池
田
光
仲
で
あ
る
。
近
位
初
期
、
謡
曲
の
み
な
ら
ず
浄
瑠
璃

「
御
在
府
御
在
国
日
記
」

ー「

御

や
歌
舞
伎
ま
で
を
諸
大
名
が
愛
好
し
て
い
た
こ
と
は
、
松
平
直
矩
の
「
大
和
守
日
記
」
や
池
田
光
仲
父
子
の
行
状
を
記
し
た
前
述
の
日
記

等
に
窺
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
芸
能
に
関
す
る
記
誌
を
み
る
と
そ
れ
は
単
に
自
分
の
好
み
の
み
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
大
名
聞

の
接
待
饗
応
の
具
と
し
て
大
い
に
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
従
前
の
「
太
平
記
』
の
享
受
の
な
さ
れ
方
か
ら
み
て
こ
う
し
た
大
名
達

は
「
太
平
記
』
と
無
縁
の
人
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
し
、

理
尽
一
抄
講
釈
と
縁
深
い
人
も
い
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
人
達
の
浄
瑠
璃
歌
舞
伎
へ
の

愛
着
を
み
る
時
、

そ
ζ

で
『
太
平
記
」
が
流
用
さ
れ
語
ら
れ
演
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
な
乙
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
自
然
な
感
さ
え

す
る
。
観
衆
に
求
め
る
も
の
が
あ
っ
た
の
を
太
平
記
の
い
ろ
い
ろ
を
も
っ
て
代
弁
さ
せ
る
の
も
一
工
夫
と
い
え
よ
う
。
歌
舞
伎
で
は
寛
文



こ
年
〈
二
ハ
六
二
〉
人
月
十
六
日
江
戸
堺
町
鶴
屋
勘
三
郎
座
で

「
大
森
大
狂
言
」
が
演
じ
ら
れ
て
お
り
（
「
大
和
守
日
記
」
〉
、

以
後
し
ば
し

ば
太
平
記
物
の
名
が
み
れ
る
。
少
し
下
る
が
歌
舞
伎
脚
本
『
好
色
伝
授
』
（
元
禄
六
年
八
月
刊
）
に

仮
初
に
も
太
子
記
等
を
読
め
ば
、
武
士
憤
り
を
覚
え
ゐ
善
い
と
は
常
々
申
さ
ぬ
事
か
、
既
に
新
田
義
貞
は
名
将
な
れ
ど
も
、
勾
当
の
内
侍
に
心
を
か
け

『
歌
舞
伎
脚
本
集
』
所
収
）

一
生
さ
せ
る
事
も
な
く
、
敢
な
い
死
を
召
さ
れ
た
と
有
る
で
は
な
い
か

（
日
本
名
著
全
集

と
い
っ
た
せ
り
ふ
が
で
て
く
る
。
歌
舞
伎
で
も
そ
れ
迄
太
平
記
物
が
上
演
さ
れ
て
い
て
馴
染
み
海
い
も
の
で
あ
っ
た
ζ

と
が
示
唆
さ
れ
る

太平記読と近世初期文芸について

ζ

れ
な
ど
も
「
事
の
道
理
は
太
平
記
」
今
大
経
師
昔
暦
」
）
式
の
『
太
平
記
』
の
受
け
入
れ
方
で
あ
り
、
「
輯
鵡
ケ
柚
」

も
ん
と
ん
し
ゃ
う
だ
ん

年
刊
）
序
に
み
え
る
竹
本
義
太
夫
の
「
文
言
章
段
の
し
な
に
よ
り
て
い
か
な
る
名
人
も
か
た
り
得
が
た
き
事
有
ペ
し
堅
か
ら
ん
と
す
れ
ば

ん

じ

ま

て

£

う

し

よ

4
さ

太
平
記
の
ご
と
く
艶
な
ら
ん
と
す
れ
ば
源
氏
物
語
の
乙
と
く
掛
手
な
ら
ん
と
す
れ
ば
当
世
好
色
双
紙
の
か
る
口
に
州
似
て
各
浄
る
り
に
あ
ら

と
共
に
、

（正徳一克

ハ
演
劇
研
究
会
繍
『
未
刊
浄
瑠
璃
芸
論
集
』
所
収
〉
と
い
う
言
葉
の
中
に
み
れ
る

す」

『
太
平
記
』
に
対
す
る
理
解
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
一
五

来
武
士
や
公
家
の
読
書
対
象
で
あ
っ
た

『
太
平
記
』
も
浄
瑠
璃
歌
舞
伎
の
大
家
性
の
中
で
次
第
に
庶
民
の
聞
に
馴
染
み
深
い
も
の
と
な

り
‘
慰
み
の
世
界
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
を
物
が
た
つ
て
い
る
が
、
同
時
広
物
の
本
「
太
平
記
」
の
独
自
性
は
消
え
去

り
は
し
な
か
っ
た
乙
と
を
示
し
て
い
る
。

お

わ

り

散
漫
で
は
あ
る
が
太
平
記
読
と
近
世
初
期
文
芸
と
「
太
平
記
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

そ
し
て
、
太
平
記
読
の
歴
史
を
辿

り
『
太
平
記
』
の
影
響
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
に
、
そ
の
背
後
に
は
必
ず
そ
の
時
々
に
お
け
る
物
の
本
『
太
平
記
」
の
享
受
が
あ
っ

17 

た
9

し
か
も
‘

「
間
二
太
平
記
一
也
。
赤
松
入
道
円
心
有

そ
の
読
ま
れ
方
は
事
例
え
物
読
み
法
師
に
よ
っ
て
慰
み
に
読
ま
れ
た
場
合
で
も
、
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軍
功
之
事
。
尤
為
一
一
当
家
名
望
一
。
間
レ
之
為
レ
幸
也
」
（
「
蔭
涼
軒
目
録
」
文
正
元
年
間
二
月
六
日
）
と
、

そ
の
内
容
と
現
実
（
或
は
、
歴
史
的
事
実
）

と
が
結
び
付
け
ら
れ
反
応
さ
れ
て
い
た
。
新
井
白
石
は
「
読
史
余
論
」
に
「
太
平
記
」
の
記
述
を
随
所
利
用
し
て
お
り
、
室
鳩
巣
は
「
駿

台
雑
話
』
で
楠
木
正
成
の
「
最
後
の
一
念
を
語
る
事
は
な
は
だ
植
し
」
（
巻
之
四
）
と
評
し
、
神
沢
貞
幹
か
ら
「
太
平
記
に
筒
て
の
評
殿
、

（
『
翁
草
』
巻
二
十
八
）
と
批
難
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

但
正
録
に
此
の
語
有
リ
ヤ
」

史
書
教
訓
官
官
と
し
て
の
読
ま
れ
方
は
「
太
平
記
』
成

立
後
連
綿
と
続
い
て
い
る
。

一方、

軍
書
と
し
て
の
利
用
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

理
尽
抄
講
釈
の
盛
行
が
物
語
っ
て
い
る
。

そ
し

て、

「
太
平
記
』
は
「
連
々
御
所
望
」

（
「
実
隆
公
記
」
延
徳
二
年
六
月
六
日
）
に
よ
っ
て
読
ま
れ
続
け
ら
れ
て
き
た
。
太
平
記
読
は
乙
の
よ

う
な
幅
広
い
「
太
平
記
』
の
享
受
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
近
世
以
後
の
庶
民
相
手
の
太
平
記
読
の
存
在
も
、

乙
の
よ
v

つ
な

背
後
の
事
象
を
考
え
ず
に
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
平
家
物
語
」
が
語
り
物
と
し
て
芸
能
の
系
譜
の
中
で
語
ら
れ
た
の

と
は
異
な
り
、

「
太
平
記
」
の
持
つ

一
級
の
価
値
が
、

時
機
に
応
じ
た
幅
広
い
亭
受
の
中
で
導
い
て
き
た
一
現
象
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

ぅ
。
謡
曲
・
仮
名
草
子
・
浄
瑠
璃
と
『
太
平
記
』
と
の
関
係
も
、

そ
の
時
機
に
お
け
る
「
太
平
記
」
の
亭
受
を
考
え
ず
に
は
理
解
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
て
き
た
亭
受
の
あ
り
方
を
背
景
に
し
な
が
ら
、

「
太
平
記
」
は
文
芸
へ
の
影
響
を
持
ち
続
け
て
き
た
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
、
文
芸
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
文
芸
自
体
が
そ
の
時
代
の
中
で
好
ま
れ
る
題
材
を
意
図
的
に
選
別
し

創
作
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
文
芸
の
時
代
へ
の
追
随
の
姿
で
あ
り
、
強
力
な
支
持
者
へ
の
傾
倒
し
た
姿
で
あ
っ
た
。
然
も
、

最
も
庶
民
的
な
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
に
迄
、
物
の
本
「
太
平
記
」
と
い
う
上
層
人
の
時
代
の
晴
好
書
が
入
り
込
み
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

を
み
る
と
、
文
芸
の
世
界
の
社
会
的
な
拡
大
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
作
者
自
身
の
好
み
以
上
に
、
亭
受
者
の
好
み
や
時
流

の
動
き
を
考
え
た
新
た
な
文
芸
の
展
開
が
予
想
さ
れ
、
文
芸
と
社
会
と
の
関
係
が
、
文
芸
の
自
律
と
い
う
問
題
を
か
ら
め
て
、

一
つ
の
大

き
な
問
題
と
し
て
提
出
さ
れ
て
く
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

今
、
何
も
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

結
局
の
と
こ
ろ
、

「
太
平



記
」
の
亭
受
を
通
じ
て
近
世
初
期
文
芸
に
現
わ
れ
た
種
々
の
様
相
は
、

時
代
と
文
芸
の
密
接
な
結
び
付
き
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ

相つ。
注

太平記読と近世初期文芸について

（1
）
後
藤
丹
治
著
『
戦
記
物
語
の
研
究
』
（
S
U）
『
太
平
記
の
研
究
」
（
S
U）
「
中
世
国
文
学
研
究
』

（2
）
亀
田
純
一
郎
「
太
平
記
読
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
」

S
6
中
世
文
学
号
）

（3
）
桑
田
忠
親
氏
は
「
物
読
み
法
師
と
源
氏
物
語
」
（
『
大
名
と
御
伽
衆
」
増
補
新
版
所
収
）
で
「
純
粋
の
僧
侶
で
な
い
、
僧
体
の
、
物
読
み
専
門
芸
人

の
こ
と
を
、
物
読
み
法
師
と
呼
び
、
こ
れ
に
対
し
て
、
本
職
の
僧
侶
で
あ
っ
て
、
余
技
に
物
読
を
し
て
い
る
も
の
を
、
物
語
僧
と
称
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
江
見
河
原
入
道
を
物
読
み
法
師
と
さ
れ
て
い
る
。

（4
）
同
右
『
大
名
と
御
伽
衆
』
増
補
新
版
二
六
六
頁

（
5
）
『
上
井
覚
兼
日
記
』
（
『
大
日
本
古
記
録
』
）
天
正
十
一
年
正
月
廿
一
一
一
日

此
夜
月
待
候
、
読
経
な
と
終
候
て
よ
り
、
聴
衆
な
と
候
優
、
太
平
記
二
三
巻
読
候

（6
）
日
本
古
典
文
学
大
系
「
戴
恩
記
』
（
岩
波
書
店
刊
）
補
注
二
四
八

（7
）
『
戴
息
記
』
に
は
一
葦
堂
乗
阿
・
宗
務
法
橋
・
五
十
川
了
庵
同
座
の
記
事
が
み
え
、
『
太
平
記
』
を
初
め
て
版
行
し
た
了
庵
と
宗
務
と
の
交
友
が

注
目
さ
れ
る
。

（8
）
川
瀬
一
馬
著
「
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』
で
は
成
賃
文
庫
蔵
の
「
太
平
記
』
を
紹
介
さ
れ
「
之
が
版
式
上
よ
り
慶
長
八
年
季
春
以
前
の
刊
行
と
す

れ
ば
、
了
庵
の
碑
銘
に
言
ふ
、
慶
長
七
年
（
壬
寅
）
に
初
め
て
上
梓
さ
れ
た
刻
本
に
相
当
す
る
も
の
な
る
事
は
疑
ひ
な
い
と
思
ふ
」
「
了
庵
は
慶

長
七
年
に
初
め
て
太
平
記
を
刻
し
、
再
び
明
年
之
を
新
刊
し
て
世
俗
に
便
し
」
（
同
著
上
巻
二
一
一
一
一
一

t
二
二
四
頁
）
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
叉

日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
ご
解
説
に
は
、
慶
長
八
年
同
刊
記
の
片
仮
名
交
り
十
二
行
古
活
字
本
で
も
東
洋
文
庫
本
と
鎌
田
共
済
会
本
で
ほ

「
同
刊
記
だ
か
ら
全
く
同
じ
と
考
え
ら
れ
見
過
ご
さ
れ
易
い
が
、
実
は
数
十
個
所
に
於
て
字
の
相
違
が
あ
り
（
例
、
東
洋
文
庫
本
「
カ
ケ
」
を
鎌

田
共
済
会
本
「
駈
」
と
す
る
）
、
同
じ
刊
記
を
有
し
な
が
ら
も
完
全
に
同
一
と
は
い
え
な
い
」
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
「
太
平
記
』
の
需
要
の
多
か

っ
た
程
を
思
わ
せ
る
。

（

S
M）
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（9
）
松
田
修
「
白
州
漂
泊
野
人
の
生
涯
」
（
『
日
本
近
世
文
学
の
成
立
』
所
収
）

（
刊
）
旧
チ
ャ
ム
プ
レ
ジ
蔵
書
を
佐
佐
木
信
綱
博
士
が
『
新
謡
曲
百
番
』
（

M
6刊
博
文
館
）
と
し
て
紹
介

（
日
）
佐
成
謙
太
郎
「
謡
曲
の
資
材
」
〈
『
能
楽
全
書
』
第
三
巻
所
収
）
同
氏
は
「
鱗
形
」
「
雷
電
」
「
第
六
天
』
も
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
が
乙
ζ

で
は
省

略
し
た
。

（U
）
「
能
本
作
者
注
文
」
「
二
百
十
番
謡
目
録
」
「
自
家
伝
抄
」
「
い
ろ
は
作
者
注
文
」
等
諸
書
世
阿
弥
作
と
す
る
。
な
お
、
『
親
元
日
記
』
i

覚
正
六
年
二

月
廿
八
日
に
伯
洞
御
所
で
の
演
能
記
録
が
あ
る
。

（
日
）
田
中
允
「
新
謡
曲
百
番
の
諸
問
題
」
（
『
中
世
文
学
の
世
界
』
岩
波
書
店
刊
所
収
）
同
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
乙
の
十
三
番
必
内
新
謡
曲
百
番
陀
の
み

見
え
る
曲
は
「
大
森
彦
七
」
「
湊
川
」
「
幽
霊
楠
」
の
一
一
一
曲
だ
け
で
、
他
の
曲
は
新
謡
曲
百
番
と
同
類
の
写
本
（
佐
野
本
大
聖
寺
本
吉
川
本
彰
考
館

本
田
中
本
と
し
て
同
論
文
で
紹
介
）
と
共
通
曲
を
も
っ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
百
番
の
成
立
時
期
編
纂
時
期
に
つ
い
て
は
「
多
く
は
、
室
町

末
期
か
ら
江
戸
初
期
、
即
ち
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
間
に
作
ら
れ
た
と
の
考
え
方
が
有
力
と
な
る
」
「
編
纂
の
確
実
な

年
次
は
、
佐
々
木
博
士
説
と
変
ら
な
い
が
、
そ
の
上
一
を
一
六
六
六
年
ま
で
下
げ
得
る
可
能
性
の
極
め
て
強
い
乙
と
を
附
記
し
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
a

（M
）
小
林
静
雄
「
自
家
伝
抄
の
資
料
的
価
値
」
（
『
謡
曲
作
者
の
研
究
』
所
収
）

（
日
）
『
甫
庵
太
閤
記
』
巻
十
六

（
日
山
）
前
田
利
常
と
御
伽
衆
の
話
を
載
せ
た
『
微
妙
公
夜
話
』
（
『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
二
十
六
冊
所
収
V

に
「
太
閤
様
の
儀
咽
申
候
時
分
は
、
太
閤
杯
は

無
類
成
御
生
得
と
御
意
被
v
成
候
。
信
長
公
の
儀
附
申
候
は
武
苗
芳
成
お
人
と
被
v
仰
候
。
越
後
謙
信
公
の
儀
噛
申
節
は
、
余
程
な
る
生
付
と
被
v
仰

候
。
楠
又
は
信
玄
な
ど
の
地
之
有
時
は
、
ち
び
さ
く
て
、
ゃ
く
に
立
ぬ
と
、
御
頭
を
度
々
ふ
り
被
v
成
候
」
と
戦
国
武
将
と
並
べ
て
楠
木
正
成
を

批
評
し
て
い
る
。

（
げ
）
島
津
久
基
編
著
「
近
古
小
説
新
築
』
（
S
3）
吉
沢
義
則
著
『
室
町
時
代
文
学
史
』
（
S
H）
野
村
八
良
著
『
室
町
時
代
小
諦
論
』

古
貞
次
著
『
中
世
小
説
の
研
究
』
（
S
却
）
注
（
1
）
の
後
藤
丹
治
博
士
の
諸
著
書
等

（
日
）
後
藤
丹
治
著
『
中
世
国
文
学
研
究
』
一
一
八
頁

ハ
四
）
後
藤
丹
治
著
『
戦
記
物
語
の
研
究
』
二
一
一
一
一
一
貝

（
却
）
市
古
貞
次
「
近
世
初
期
小
説
の
一
性
格
」
〈
『
国
語
と
国
文
学
』

s
m
・4
）

（

S
U）
中



（
幻
）
田
中
允
「
歌
謡
作
者
考
再
論
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』

S
ロ・

7
v

（
泣
）
一
野
間
光
辰
「
恨
の
介
」
解
説
（
日
本
古
鑑
賞
講
座
十
六
巻
『
御
伽
草
子
・
仮
名
草
子
』
角
川
書
店
刊
）

〈
的
制
〉
慶
長
十
四
年
七
月
四
日
五
人
の
禁
裡
女
房
と
七
人
の
公
家
が
姦
淫
の
事
露
見
し
勅
命
に
よ
り
懲
さ
れ
た
事
件
。
松
田
修
氏
は
と
の
事
件
を
『
恨
の

介
』
成
立
の
契
機
と
さ
れ
た
（
『
国
語
国
文
』

Sω
・
ロ
）
が
野
間
氏
は
前
出
の
考
証
に
よ
う
て
否
定
さ
れ
た
。

（
剖
）
安
田
富
貴
子
「
明
暦
寓
治
ど
ろ
の
京
都
」
（
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
六
所
収
〉

（
お
）
和
辻
哲
郎
著
『
日
本
芸
術
史
研
究
』
一
六
五
頁

（

泌

〉

同

右

一

六

六

頁

（

抑

制

〉

同

右

省

一

五

九

頁

（
お
）
守
随
憲
治
「
鳥
取
池
閏
藩
芸
能
記
録
の
発
掘
」
（
『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
紀
要
』
第
九
輯
、
十
一
一
一
輯
、
十
六
輯
〉
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
却
）
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
物
の
本
『
太
子
記
』
に
も
、
元
禄
十
一
年
に
は
洛
陽
書
林
か
ら
絵
入
平
仮
名
交
り
の
横
本
体
裁
の
も
の
が
出
さ
れ
、
庶
民
の

間
で
も
読
み
楽
し
ま
れ
る
契
機
を
導
い
て
い
る
。
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（
文
学
部
助
手
〉




